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先輩看護学生による後輩看護学生への演習指導ボランテイア参加動機について

-2年次に演習指導を受けた看護学生が指導をするにあたってー

高野真由美1)松本佳子1) 紫藤恵1)

要旨

本研究の目的は、老年看護方法E看護過程演習のロールプレイにおいて、先輩看護学生が演習

指導ボランテイアに参加する動機を明らかにすることである。演習終了後、演習指導ボランティ

アの参加動機について無記名で自由記載をしてもらった。結果、他者のための[他者志向的動機]と、

自分の学びのための[自己志向的動機]であったのその他に[個人的興味][報酬][友人同調]が動

機にあった。今回、明らかになった他者志向的動機は、 2年次に指導を受けた経験や周囲への「恩

返し」であり、互恵性に基づいた動機と考えられる。一方、後輩への指導を通して学びたいとい

う自己志向的動機は、自ら主体的に学ぼうとする動機であるコこれは、将来看護専門職として学

び続けていくうえで重要な姿勢と考えられたの

キーワード 看護学生、先輩、後輩、動機、演習

I はじめに
A看護短期大学老年看護学では、講義を主体とし

た教員主導型の授業のみでなく、学生が主体的に学

ぶことができる学生参加型の小人数でのグループ

ワークや体験を取り入れた演習など様々な授業の工

夫をしている。 2年次後期に開講される老年看護方

法Eの看護過程演習では、グループメンパーが共に

力を合わせて学び合い、経験を共有する協同の精神

に基づく学習を目標とし授業を展開している。具体

的には、課題となる事例を提示後、個人学習したも

のを小人数のグループで意見交換しながら事例に対

する学びや認識を深め、さらにクラス全体で共有し、

その後に自己の振り返りを学びとする方法をとって

いる。また、この演習ではグループで立案した介入

計画にそってロールフ。レイを実施し、看護師役、患

者役の体験から学びを共有する方法をとっている。

しかし、そのロールプレイにおいて、まだ実習経験

の少ない2年生は、事例の患者のイメージが付きに

くいため、患者役になりきれず、看護師役が援助し

やすいように動くなど、臨場感に欠ける場面が見受

けられていた。そのため、実践した援助に対する患
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者役の反応から評価し修正をしていくプロセスに課

題があった。そこで、平成20年度より、実習科目

の履修が全て終了した3年生が演習指導ボランテイ

アとしてロールプレイに参加し、 2年生へ援助方法

の助言をする演習を試みてきた。その結果、 2年生

は3年生から臨地実習での経験を踏まえた患者の状

態の捉え方の指導を受け、援助方法を学ぶことが出

来た。また 3年生は、 2年生の指導を通し自己の成

長を認識するなど学年間で共に学び合う学習効果が

確認できた 1)。

先行研究において、先輩看護学生が後輩看護学生

の技術演習へ参加し指導することに関する報告は、

上田2)の屋根瓦式教育の効果や、川村3)の縦割り

グループ活動、米国ら 4)の先輩看護学生参加型の

協同学習に関する効果など数件見受けられる程度で

ある O それらの報告では共通した効果として、先輩

看護学生の指導を受けることで、看護技術への学習

l の動機づけと意欲向上があげられていた。また、指

導をした先輩看護学生自身にも学習意欲の高まりや

達成!惑がみられ、高野の調査5)とほぼ同様の結果

であった。しかし、先輩看護学生から教えられた経

験を持つ学生、すなわち 2年次に 3年生から指導を

受けた学生が教える側として技術演習へ参加すると



いったことに関する調査報告は見受けられない。

単科の3年課程である A看護短期大学は、講義

や実習などタイトなカリキュラムであり、一部の課

外活動や大学祭の行事以外は、先輩と後輩が交流す

る機会が非常に少ない。そのような状況の中、毎年

複数の3年生が演習指導のボランテイアを希望して

くれることについて、 2年次に 3年生から教えられ

た経験が影響しているのではないかと考えた。その

ため、今回演習指導ボランテイアの参加にいたった

動機を明らかにする必要性があると考えた。本研究

では、先輩看護学生が演習指導ボランテイアに参加

する動機を明らかにし、老年看護方法Eの教育方法

を検討する上での資料にしたいと考える。

H 研究目的
老年看護方法Eの看護過程演習におけるロールプ

レイへ先輩看護学生が後輩看護学生への演習指導ボ

ランテイアとして参加する動機を明らかにする。

皿研究方法
l 研究デザイン

質的研究

2 データ収集期間

平成24年12月3月-12月21日

3 対象者:

A看護短期大学における老年看護方法Eの

看護過程演習で脳梗塞事例を用いた清潔援助

と排i世援助のロールプレイに、 2年次に 3年

生から指導を受けた経験があり、今回ボラン

ティアで参加した 3年生 16名。

4 調査内容と方法:

調査内容は、「演習指導ボランテイアに何故

参加しようと思ったか」について無記名で自

由記載をしてもらった。

演習指導ボランテイアに参加後、説明書とア

ンケート(同意書付)を配布し、共同研究者

から説明書を用いて研究に関する説明をし

た。アンケートの回収は学内に設置したボッ

クスにて回収をし、回答者が特定されないよ

うに配慮した。

5 演習の概要と演習指導ボランテイア募集につ

いて

1)演習の概要

2年次後期の老年看護方法II (30時間， 15 

コマ)において、高齢者の健康障害(症状、治

療、処置を含む)に関する講義 (12時間6コマ)

を実施。その後、看護過程演習 06時間8コマ)

を実施している。看護過程演習の概要と進め方

は以下の表1と図 lの通りである。

喪 1 平成 24年度老年看護過程の概要

老化を基盤とした健康問阻が及ぼす生理的機能、 a己慨企: 役割梅能.相互依11の量化
により生活機能に支障をきたしている高齢者への看識過経由展開がわかる。

1 疾息や障害が高齢者の生活槽能にどのように影響を及ぽしているのかアセスメン卜

できる。

2 アセスメントから高齢者の持てる力に働きかけられる国助計向を立案できる。

3 禽齢者が望む生活織能は向かということに着眼できる

4 実施した結果を高齢者の反応を基に評価修正し実施していく必製性がわかる。

8 C_lマ同時間

囲内容 。備考

1 老年期にある人の看議過程 事例哩示 偶人ワーク

2 ・各自、醐人ワ クで寄いた情報関連聞と看護上の問岨を健ホし、 グ"プワク

グ"ープ内で発表し丹いディス力ッションをする(アセスメント

も各自持議参)

3 クラス全体で各グループワ クでの学びを発表 L、学びを揮め 全体ワーク

る

4 I .各自、倒人ワークで書いた看護計画(介入百十両)についてグ凡 グ"ープワーク

ープ内で発表しディスカ yションをする

5 ・看護過律演習の実施計画をグル プで立察する。 グノL プワ ク

6 滑潔について立案したグ"ープの計画に治って実施、評価 (lJ- グ!l'ープワーク

"プレイ) 先隼指導

7 ・排世について立案したグ"ープの計画にそって実施、評価 (n グ"プワク

-Jlプ Lイ) 先輩指導

8 揖助田実践から.看護過程を振り返る グ"ープワーク

(自分の看5・過程一式持参する} 。縄人ワーク

女性、 80歳代後半、脳梗塞、誤時様性肺炎。 回復期

( 情報アセスメント l、①個人ワーク
吋看護診断(看護上の問題の明確化)唯グループワーク

「①倒人ワ一ク
| 介似入計細画立捜案 |喧笠営yルレト一プ円

、、.③一i 看護介入(ロ一ルプレイ) 1 
t.r 結果評価・修正 [ 

図1看護過程演智の進め方

2)演習指導ボランテイア募集について

看護過程演習6回目のロールプレイの前に、

学内掲示板に演習指導ボランテイア募集の案内

を掲示し、同場所に参加申込書を設置した。参

加募集内容は、演習指導日時と打ち合わせ日程、

演習内容、謝礼について明示した。参加希望者

は、参加申込書を研究者の研究室前のボックス

へ投函するか、研究者宛てのメールでの申込に

て募った。

口九
U
に
!υ



6 分析方法:

全記述内容をデータとして繰り返し読み、参

加動機に関連する記述部分を抽出した。その

抽出した記述の意味内容を損なわず、なおか

つ隠された主語や目的語などを補いながら内

容が明瞭になるよう書き表しコード化した。

コードの中で意味内容が類似したものを集

め、その共通する意味を表すようサプカテゴ

リー名を表現した。さらにサプカテゴリーの

中で意味内容が類似したものを集め、その共

通する意味を表すようにカテゴリー名を表現

した。

なお、分析にあたってはカテゴリーの信頼

性、妥当性を確保するために研究者間で繰り

返し検討をした。

7 倫理的配慮:

研究目的と意義、個人情報の保護、研究参加

へは自由意志であること、途中で中止したい

場合は、それに伴うデータは取り扱わないこ

と、得られたデータは、学会発表、研究論文

以外では使用せず、終了後は破棄することを

口頭及び文章で説明し、同意書にて研究協力

への同意を得た。

なお、本研究は川崎市立看護短期大学研究

倫理審査委員会の承認を受け実施した。

町結果

演習指導ボランテイアに参加した3年生12名(回

収率75%)の回答を得た。

演習指導ボランティアの参加動機については、[他

者志向的動機]、[自己志向的動機]、[個人的興味]、

[報酬]、[友人同調]の5つのカテゴリーが抽出さ

れた。(以下、カテゴリー[]、サブカテゴリー<>、

データは[" Jで示す。(表2参照)

[他者志向的動機]では、「昨年先輩にアドバイス

いただいたことがとても役にたったので、同じよう

に少しでも 2年生の役にたてばと思った」や、「昨

年先輩が様々なアドバイスをくれたように、自分も

2年生に何か貢献できればと思ったから」、「自分が

2年生の時に先輩がきてくれ、アドバイスをしてく

れたことが嬉しかった思いを返したい」など、昨年

先輩に教えられたことによる経験から<役にたちた

い、貢献をしたい思い>であった。また、「お世話

表2演習指導ボランティア参加の動機

カァゴリーサブカナゴリー コード

-昨年先輩が様々なアドバイスをくれたように、自分も2年生に何か貢献で
きればと思ったから

-昨年、先輩方が教えてくれたのがとてもよかったから、自分も役r::立ちた
いと思った

役立ちたい、貢 -昨年先猿r::アドバイスしていただいた」とがとても役にたったので、閉じよ
献をしたい思い うに少しでも2年生の役にたてばと思った

他者志向 -先輩としてできる」とを教えてあげたかった
的動機 .2年生r::知っている子もいるから役立ちたかった

-自分が2年生の時r::先輩がきてくれ、アドバイスをしてくれた」とが嬉し
かった思いを返したい
-参加希望者が定数に達していなかったため自分でよければ助けたい

協力とお礼の気 -お世話r::なっている方々r::少しでも協力できたらいいかなと思った
-学校や先生方Lお礼の気持ちとしてやりたいと思った

持ち
-先生に声をかけて頂き、協力したいと思った
-後輩を指導する』とで自分も学ぶ』とができると思ったから
-自分の理解を深めたかった

学習への期待 -卒業後に使える知識を吸収したかった
自己志向 -人見知りで会話が苦手だったりするので経験r::なると思った
的動機 . (いつか後輩をみる立場となるので)教える難しさを知りたい

-自分がどれだけ成長したかを知りたいと思った
自己成長の確認 -アドI~イスをする側として参加する」とで自分がどのくらい成長できたのか

知れたらいいなと思ったから

-教えるのが楽しそう
個人的興味 -指導がおもしろそうだから

.2年生との交流がなかったため、交流をもちたかった
報酬 記念品がほしかった(3件)

友人同調
-友達と一緒だったから
-友達もやるから
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になっている方々に少しでも協力できたらいいかな

と思った」や、「学校や先生方にお札の気持ちとし

てやりたいと，思った」という<協力とお礼の気持ち

>であった。

次の[自己志向的動機]では、「後輩を指導するこ

とで自分も学ぶことができると，思ったから」や、「自

分の理解を深めたかった」や、「いつか後輩をみる

立場となるので教える難しさを知りたい」など<経

験による学習効果の期待>であった。また、「自分

がどれだけ成長したかを知りたいと思ったjや、「ア

ドバイスをする側から自分の成長を知れたらいいと

思った」という<自己成長の確認>であった。

[個人的興味]では「教えるのが楽しそう」や、「指

導がおもしろそうだから」、 f2年生との交流がな

かったため、交流をもちたかったjであった。

[報酬]では、「記念品がほしかった (3件)Jであっ

た。

[友人同調]では、「友達と一緒だ、ったから」、「友

達もやるからJであった。

V 考察
l.他者志向的動機について

今回、明らかになった参加動機の一つである他者

志向的動機の「自分が2年生の時に先輩がきてく

れ、アドバイスをしてくれたことが嬉しかった思い

を返したい」は、お札の気持ちである。また、「昨

年、先輩方が教えてくれたのがとても良かったから

自分も役に立ちたい」、「昨年先輩が様々なアドバイ

スをくれたように、自分も何か貢献できればと思っ

たから」は、自分が他者から支援を受けたことに対

し、次は自分がその期待に応えようとすることも含

まれていると思われる。これらは、 2年次に先輩看

護学生からボランテイアで指導を受けた経験が影響

しているのではないかと考える。さらに、「学校や

先生方にお礼の気持ちとして」や、「お世話になっ

ている方々に少しでも協力できたら」ということか

ら、これまでお世話になった周囲への恩返しの思い

があることが伺える。伊藤は6)、「達成行動におけ

る他者志向的動機は、周りの人から応援や実際の援

助を受けて、その期待に応えようとして努力する側

面を含んでいる。『恩返し』という表現に現れるよ

うに、一種の互恵性に基づいた動機づけである。」と、

述べている。すなわち、他者志向的動機は単に人の

ためだけでなく、自分が援助を受けた経験からの思
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いを返していく互恵性に基づいた動機であると考え

る。先行研究において、先輩看護学生から指導を受

けた後輩看護学生の意見として「先輩の話を聞いて

励まされたJ7)や、「先輩からポジテイプフィード

ノfックの指導を受けることで、自信を持ち取り組む

ことができたJ8) と、報告されている。本研究に

おいては、 2年次に先輩に励まされ助けてもらった

ことで自信となる学びを得る経験ができ、次は自分

が後輩のために役にたちたいという思いや，恩返しの

気持ちが、他者志向的動機の中に、互恵的な理由と

して存在することが明らかであるといえる。これは、

自分が先輩看護学生から援助を受けた経験があって

こその動機である。

学生が卒業後に就労する多くの臨床の場では、プ

リセプター制度を取り入れており、先輩看護師によ

る新人教育が行われている O 新人教育の多くは職場

内教育 (0J T)に委ねられており、先輩看護師と

後輩看護師の関係性が重要となる。互恵性をもつこ

とにより、先輩看護師から教えてもらったことへの

恩返しとして、その期待に応えようと自ら努力する

姿勢に繋がると考える。それは、先輩看護師との関

係性にも影響し、看護師として成長していく上で重

要な姿勢であると考える O また、多職種チームの一

員として協働関係を築きながら患者へ関わっていく

うえでも、互恵性は必要と推察する。超高齢社会の

中、様々な職種のスタッフと互恵的に学び合える関

係を築いていくことができる人材の育成が求められ

ている O

本研究において、先輩、後輩間で学び合う経験が

互恵性に基づいた動機に関連していることが明らか

になった。よって、学年を超え、互恵的に学び合う

機会となる本演習の意義は大きいと考える。

2. 自己志向的動機について

次に、明らかになった自己志向的動機の「自分が

どれだけ成長したかを知りたいと思った」は、後輩

への指導を通して自己の成長を確認したいためであ

り、この演習が3年間の学びの総まとめとして、自

己評価の機会になっていることが明らかになった。

また、「後輩を指導することで自分も学ぶことがで

きると思ったから」は、後輩への指導経験が自己の

学習となることを期待しているからと思われる。さ

らに、「いつか後輩をみる立場となるので教える難

しさを知りたい」は、就職後に自分が先輩看護師と



して後輩の指導にあたる時のことを見据えた動機で

ある。これらの動機は、自ら主体的に学ぼうとする

動機である。この主体的に学ぶとは、自分の意志で

学習への目的意識と方向性をもって主体的に取り組

む姿勢である O 今の自分の実力を自己評価しようと

試みたり、他者への指導を通して更なる学びを得ょ

うとする姿勢は、看護専門職として生涯学び続けて

いく上で重要となる。本研究の結果から、このよう

な姿勢が学生時代に身に付いており、参加の動機に

繋がったことが示唆された。

3.個人的興味の動機について

今回、後輩の演習指導にあたっては、強制的に参

加を促すのではなく、ボランテイアという表現で参

加を募った。したがって、参加者は自発性を持って

演習指導をしていた。その参加動機の中に、「教え

るのが楽しそうJ12年生との交流がもちたいjと

いった内容があった。これは、 2年次に先輩から指

導を受けて自分たちで演習をやり遂げた経験が、楽

しいものであったからと推測される。そのことが演

習に対する興味・関心を高め、学習意欲に影響を与

える一因となったと思われる。それが、先輩となり

教える立場となった時に、興味・関心のある演習に

自分も参加をし、指導したいという動機に繋がった

と思われる。

VI 研究の限界と今後の課題
本研究の参加者は 12名と少人数の限られた調査

である。また、調査時期が12月の看護師国家試験

の学習時期であり、対象者への負担を考慮した調査

内容であったため、協力者の思いや考えが充分に引

き出せているとは言いがたい。

今後は、 2年次に先輩看護学生から指導を受けた

経験が3年次の実習など個人の経験の中で、どのよ

うに意義づけられ、ボランテイア参加への動機に至

りその後へ発展していくのかを明らかにしたい。

四結論
本研究の結果、先輩看護学生が演習指導ボラン

テイアに参加する動機について以下のことが明らか

になった。

1.先輩看護学生が演習指導ボランテイアに参加す

る動機は、他者志向的動機、自己志向的動機、

個人的興味、報酬、友人同調の5つであった。

2.他者志向的動機は人のためだけでなく 2年次に

指導を受けた経験や周囲への「恩返し」であり、

互恵性に基づいた動機と考えられた。

3. 自己志向的動機には、後輩への指導の経験によ

る自己の学習効果への期待と、自己の成長を確

認したい思いがあった。また、自己志向的動機

は、自ら主体的に学ぼうとする動機であった。

4.個人的興味の動機には、以前先輩から演習で指

導を受けた経験が興味・関心へとなり、参加動

機となっていた。

5. 他者志向的動機、個人的興味の動機には、 2年

次に演習指導を受けた経験が動機に影響してい

る。

四おわりに

学年を超えた関わりの中で教え学び合う経験は、

将来的に臨床の場においてチームの一員として教え

学び合いながら協働関係を築いていく力に繋がると

考える。よって、今後も先輩看護学生が後輩看護学

生への演習指導ボランテイアとして参加し、教えた

り、教わったりすることができる環境をつくり続け

たい。また、看護基礎教育において、個々の学生が

自らの責任を果たし、他の学生に配慮しつつ協調性

を発揮できるための倫理的、社会的能力を身に付け

られるような教育方法を開発し授業の工夫をしてい

きたい。
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